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「回復への道のり」 

研究の目的 

今まで自身で生活を送ってこられた方が転倒により、元の生活ができなくなってしまったところから 

本人の回復したいという強い希望と職員のサポートによって回復していく様子をご覧になっていただき、 

同じような事例を抱えている方の参考にしてもらいたい。 

発表の概要 

１、T様の詳細 

２、今回の事例を選んだ理由 

３、本人の目標 

４、多職種連携について 

５、リハビリテーションの流れ 

６、成果について 

 

研究方法 

【対象者】Ｔ様 

【年齢・性別】 89歳 女性 

【介護度】要介護２ 

【性格】自分のことは何でも自分でやりたいと強い意志をお持ちの方 

【病歴】鬱血性心不全 高血圧 

【本人の想い】 

・自室で誰にも迷惑を掛けないように生活をしたい 

・トイレに一人で行けるようにしたい 

・体操、散歩、オセロを続けてやりたい 

今年の4月 T様が転倒され、病院受診に行ったところ肋骨にヒビが入っていると診断を受ける。 

Ｔ様と相談し、目標を設定する。介護士、看護師、ケアマネジャー、機能訓練指導員でケアカンファレンス

を行い、車椅子での生活からシルバーカーで歩行ができるようになるまで、週に1回の機能訓練指導員に

よるﾊﾞﾗﾝｽ訓練や歩行訓練、機能訓練指導員がいない日は介護職員による歩行訓練や生活リハビリを実

施する。ご入居者様の想いを尊重し、ケアの方法を職員で話し合い、サポートする。 

 

成果・結果 

ご本人様の想いをもとにケアカンファレンスを行いつつ、機能訓練や普段の生活を支えるこ

とで日常生活動作が向上し、車椅子での生活からシルバーカーでの歩行ができるようになっ

た。トイレに一人で行けるまでに回復した。また、リハビリ体操やオセロも行うまで意欲も

出てこられ、ご本人様の希望を叶えることができた。 

アピールポイント

伝えたいこと 

他のホーム・取組

みと比較した 

優位性など 

ご入居者様の歩きたいという強い意志を尊重し、職員のサポートによってその希望を実現できたこと。 
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